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題目

「シクラメン花色発現の遺伝的・環境的制御」

講師

農学部教授 高村 武二郎 博士

概略
日本で最も主要な鉢花の一つであるシクラメン（Cyclamen persicum

Mill.）の花色は，1980年頃までは赤，紫，白，およびそれらの中間色に限ら
れていたが，80年代に黄色の花が発見されて以来，緑色や色変わりの花が
作出され，現在では青紫色の花も確認されている．花色は，シクラメンだけ
でなく，多くの花きにとって重要形質の一つであり，近年では多くの花きに
おいて花色素生成関連遺伝子の単離同定がなされるとともに，いくつかの花
きでは，細胞内のpH，生育時の光や温度など，植物生体内外の諸要因が花
色に与える影響も明らかになってきている．これらの研究は，遺伝子組換え
等を利用した花き育種の進展と高品質花きの安定生産技術の開発に寄与する
ものであるが，シクラメンにおいては不明な点が多く残されている．

演者らは，これまでにシクラメンの花色発現のメカニズムおよびその遺伝
様式について研究を行ってきた．本講演では，演者らのこれまでの研究を中
心に，シクラメンの花色発現を制御する諸要因について紹介する．
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